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〔海の状況（7／16～8／15）〕 

・神子地先の表面水温…25.5℃～29.1℃（平年差-0.2℃～1.5℃）の範囲で平年よりやや高めに推移した。 

（図 1） 

・米ノ地先の表面水温…24.5℃～28.3℃(平年差-0.9～0.8℃)の範囲で概ね平年並みに推移した。（図 2） 

 

 

・若狭湾および周辺海域の水温分布は表面(0ｍ)では、前年より高い海域(22～24℃)がみられた 。水深 50ｍで

は、若狭湾の一部で高い海域(20～22℃)がみられた。 

 

図3．若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 
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日本海における大型クラゲに関する情報をお知らせします。 

・福井県内の情報 

大型クラゲが右表のとおり入網しました。 

・日本海全域の情報 

対馬海峡から日本海西部の広い範囲での出現が確認されてい  

ます。 

これらの情報を総合しますと、現在の入網数は少量ですが、急にまとまって出現することも予想されますので    

ご注意ください。 

〔県内の漁模様：7月〕 

  2016年 7月の県内の総漁獲量は 1,100tで、昨年同月を 734t下回った。  

 〔定置網〕 

    漁獲量は 758tで、昨年同月を 763t下回った。カタクチイワシ、シイラ、タイ類等は昨年同月を上回り、アオコ

を除くブリ類、サワラ等は下回った。 

 〔底びき網〕 

   漁獲量は 25tで、昨年同月とほぼ同じであった。主な漁獲物はアカエビであった。 

 〔釣り・その他〕 

   漁獲量は 317t で、昨年同月を 29t 上回った。サワラ、ケンサキイカ、タコ類等は昨年同月を上回り、キダイ、

アマダイ、スズキ等は下回った。 

 
〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：7月の定置網の 1日あたりの漁獲量。京都府：7月の JF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の 1日あたりの漁獲量。兵

庫県：7/1-7/31の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：7月中旬～8月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…マイワシ6.5t、サワラ類4.5t、マアジ4.2t、トビウオ1.5t、マダイ0.5t、ケンサキイカ0.4 

 京都府…定置網…サワラ類3.0t、マアジ2.5t、ブリ類2.0t、ケンサキイカ0.7t、トビウオ0.6t、スズキ0.5t 

 兵庫県…定置網…マアジ79kg、トビウオ43kg、マイワシ32kg、スズキ22kg、イシダイ14kg、ハマチ4kg 

鳥取県…まき網…マアジ9.1t、ブリ類9.0t、マサバ3.1t、カタクチイワシ1.8t、マイワシ1.0t、ウルメイワシ0.5ｔ 

大型クラゲ情報(8/25時点) 
表1. 福井県内での大型クラゲ入網状況 

入網日 入網場所 個体数 大きさ(傘径)
7月16日 河野(定置) 3 1メートル

8月19日
高浜沖

(こぎ刺し網)
2 1メートル

8月22日 甲楽城(定置) 1 不明
8月24日 茱崎(定置) 3 1メートル
8月25日 丹生(定置) 3 1メートル


